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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和4年1月6日(2022.1.6)

【公開番号】特開2020-124238(P2020-124238A)
【公開日】令和2年8月20日(2020.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2020-033
【出願番号】特願2019-16567(P2019-16567)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月29日(2021.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利益付与に係る抽選を行う抽選手段と、
　各種演出画像が所定の表示優先度に基づき表示される表示手段と、
　前記抽選手段による抽選結果に基づいて図柄変動表示を行う図柄変動手段と、
　前記図柄変動手段による図柄変動表示の実行数を示す特別表示を、通常表示態様から前
記利益付与に関する期待度を示唆する期待度態様へと変化させうる特別演出手段と、を備
え、
　前記特別演出手段は、
　前記特別表示の態様を、該特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度のま
まで期待度態様へと変化させる第１特別演出と、
　前記特別表示の態様を、該特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度から
異なる表示優先度へ変更したのちに期待度態様へと変化させる第２特別演出と、を実行可
能であり、
　前記特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度のままで該特別表示を期待
度態様へと変化させる前記第１特別演出の実行確率と、前記特別表示が通常表示態様で表
示されたときの表示優先度から異なる表示優先度へ変更したのちに該特別表示を期待度態
様へと変化させる前記第２特別演出の実行確率とが異なるようにし、
　前記期待度態様には複数の態様があり、
　前記特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度のままで該特別表示を期待
度態様へと変化させる前記第１特別演出においてのみ出現可能とされる特定期待度態様を
有する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　近年、保留画像を表示可能な表示手段を備えた遊技機が知られている（例えば、特許文
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献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－２３９７２９号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　このような遊技機においては、表示手段において保留画像を表示するにあたって実行さ
れる表示制御について改善の余地があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、保留画像の表示について好適な表示制御を実行することが可能な遊技機を提
供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　［手段１］に係る遊技機は、
　利益付与に係る抽選を行う抽選手段と、
　各種演出画像が所定の表示優先度に基づき表示される表示手段と、
　前記抽選手段による抽選結果に基づいて図柄変動表示を行う図柄変動手段と、
　前記図柄変動手段による図柄変動表示の実行数を示す特別表示を、通常表示態様から前
記利益付与に関する期待度を示唆する期待度態様へと変化させうる特別演出手段と、を備
え、
　前記特別演出手段は、
　前記特別表示の態様を、該特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度のま
まで期待度態様へと変化させる第１特別演出と、
　前記特別表示の態様を、該特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度から
異なる表示優先度へ変更したのちに期待度態様へと変化させる第２特別演出と、を実行可
能であり、
　前記特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度のままで該特別表示を期待
度態様へと変化させる前記第１特別演出の実行確率と、前記特別表示が通常表示態様で表
示されたときの表示優先度から異なる表示優先度へ変更したのちに該特別表示を期待度態
様へと変化させる前記第２特別演出の実行確率とが異なるようにし、
　前記期待度態様には複数の態様があり、
　前記特別表示が通常表示態様で表示されたときの表示優先度のままで該特別表示を期待
度態様へと変化させる前記第１特別演出においてのみ出現可能とされる特定期待度態様を
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有する
　ことを特徴とする遊技機である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、保留画像の表示について好適な表示制御を実行することが可能な遊技
機を提供することができる。
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